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1.DEXCS2009 OpenFoam simpleFoam launcher prototypeのご紹介
想定利用者（OpenFOAM初心者、企業内設計者）向けには、まだまだ機能不全ですが、
OpenFOAM & DEXCSの仕組みを理解している人であれば使いこなせるはずの便利ツール
⇒　バグ出し、機能改善要望、改善や***Foam版への拡張作業の分担

DEXCSならこうやる。。。

（2.DEXCSランチャーの作成方法（wxGlade）のご紹介）

３. ケース作成（高層ビル群モデル周りの流れ解析）実習

OpenFOAM勉強会(2009年5月13日)

14:45〜16:15  (90分)
高層ビル周り流れのモデル作成・解析
　・Blender基礎　 柴田　良一　(岐阜工業高等専門学校)
　・ケースの作り方 野村　悦治　(株式会社デンソー) 
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2 /62解析の流れから見たDEXCS（公開版）とOpenFOAMの関係 

形状作成 メッシュ作成 境界条件 後処理計算実行

blockMesh

OpenFOAM-1.4.1（FoamX）
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・・・・・

paraFoam
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HtperMesh
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blender

tetmesh
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DEXCS
　2008

想定利用者：OpenFOAM初心者、企業内設計者
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3 /62解析の流れから見たDEXCS2009とOpenFOAMの関係 

形状作成 メッシュ作成 境界条件 後処理計算実行

blockMesh icoFoam
simpleFoam
turboFoam
・・・・・

paraFoam

paraview

CATIA
UG
・・・・

ICEM
HtperMesh
・・・・

Fluent
STAR-CD
・・・・

EnSight
FieldView
・・・・

blender

DEXCS
　2009

snappyHexMesh

gedit

OpenFOAM-1.5.x

gnuplot
tetmesh
(Adventure)
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4 /62DEXCS2009 OpenFOAM simpleFoam launcher

コマンドライン入力は一切不要
GUIエディタでパラメタ変更可能
　（パラメタファイルの収納場所・名前を知らなくとも、
　　解析シーン毎にボタンを順番に押していけばよい）

仮想風洞試験が、ボタンを順番に押していくだけで実行可能

・解析対象の3D形状データを、メッシュ細分化領域に収納できるよう、スケール、配置を調整し、
 所定の場所・名前のSTLファイル（mesh2/constant/triSurfaces/dexcs.stl）で保存
・実機のスケール変更に応じて、流入風速、動粘性係数を変更し、レイノルズ数を合致させる
・仮想風洞のサイズ・形状変更、境界条件種別の変更も可能。（blockMeshDict, createPatch）
・メッシュ細分化領域のサイズ・個数の変更も可能（blockMeshDict ExporterGUI, snappyHexExporter）
・メッシュサイズ変更も所定のパラメタファイル（blockMeshDict, snappyHexMeshDict）直接編集で対応可能

テンプレートケースの変更もメニュー選択可能（ただしDEXCS方式ケースファイル名）

メッシュ細分化領域

仮想風洞

解析対象

simpleFoam：定常非圧縮流れ解析
　　　（k-ε系乱流モデル使用可能）
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OpenFOAMの固有ユーティリティ
　blockMesh,autoPatch,createPatch,snappyHexMesh

pyFoam(http://openfoamwiki.net/index.php/Contrib_PyFoam)
 pyFoamPlotRunner.py,pyFoamClearCase.py
 pyFoamPotentialFoam.py, pyFoamCreateBoundaryPatches.py

blender用Script 
　BlockMeshExporter GUI

(http://nikwik.webfactional.com/public.html)
　NamedASCII Export STL

DEXCS固有ユーティリティ
  snappyDictExporter.py

OpenFOAMを上手に使いこなす為のツール

オール・イン・ワン組み込み
　⇒すぐに使える

煩雑なコマンド＆パラメタ入力
　⇒ボタン１発起動

DEXCSの仕組み（組み込みツール）

・・・・
ユーザーの好みに応じて
組み込みや組み換えが可能
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6 /62
収録ファイルの説明

ランチャーメニュー
作成用プロジェクトファイル

ランチャー本体

simpleFoam
雛形ケースファイル

SnappyHexMesh作成用

テトラメッシュ作成用

作成途中段階のファイ
ルも収録してあります

ランチャー起動用アイコン
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7 /62DEXCS方式ケースファイル

　　　　　　　　　（解析フォルダのファイル構成）

メッシュ細分化領
域

仮想風洞

解析対象

コピー

simpleFoam
雛形ケースファイル

simpleFoam
計算用<case>

simpleFoam
雛形ケースファイル

blockMesh
作成用<case>

snappyHexMesh
作成用<case>

解析フォルダ作成時に、
雛形ケースファイルから
自動　コピーされるファイル
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8 /62形状モデルを変更（新規あるいは改変）する場合

所定の場所のSTLファイル（mesh2/constant/triSurface/*.stl）で保存
複数個存在しても可
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STLファイルに書き
出される名前と一
致させること

注意事項

snappyDictExporter.py
を使えば、自動作成可能
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メッシュデータと形状データ（STLファイル）の重ね表示可能

メッシュ確認の為のヒント
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11 /62モデルが複数個存在してもOK

モデル表面が複数の分割パッチ面を有する場合

パッチ面毎に名前を変えたSTLファイル
を作成のこと
（注：NamedAsciiSTL形式としては
同一ファイル中に複数定義されていても
問題ありませんが、
blenderで複数表示できません）

green.stl

black.stl

所定の場所（mesh2/constant/triSurfaces/



C  DENSO CORPORATION All rights reserved.

12 /62仮想風洞の変更（BlockMesh Exporter GUI）

使用法解説　http://mogura7.zenno.info/~et/xoops/modules/wordpress/index.php?p=164

情報出所　http://openfoam.cfd-online.com/cgi-bin/forum/show.cgi?1/10398
Script開発元　http://nikwik.webfactional.com/public.html
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13 /62Patch名の変更例
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細分化領域の指定方法について

blender上で、Box領域作成・確認し、
snappyHexMeshDictのgeometryブロックにて、
端点座標を転記してもいいですが、
 Box領域をSTLファイル出力しておけば、
snappyDictExporter.py に て、
座標値のmin,max検索して自動転記してくれます。

STLファイルにて定義した
領域の内外を細分化領域として
指定することも可能ですが、
snappyDictExporterには
実装してないので、実行後に
手入力にて追加下さい。
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15 /62テンプレートモデルの変更方法

高層ビル周り流れのモデル

【一時的変更】 【恒久的変更】

起動時にデフォルトで認識されるテンプレート

DEXCSランチャー
スクリプト本体

（参考１）テンプレート
　を変更して解析
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高層ビル周りの流れ解析
ケースの作り方例

ケースの作り方実習
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17 /621　形状作成

実習用に作成途上段階の
データを収納してあるので、
これをロードします。
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18 /62　形状作成（つづき）

前パートの実習
にて作成した
中央ビル群を

インポート

モデル完成
↓

所定のフォルダ
に保存しておく

1

3

2

4

未完の場合は、
このファイルでOK
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19 /621-2　パーツデータの抽出、保存

名前は何でも構いませ
んが、拡張子は必ずstl

として下さい。

1

3

2

4
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20 /621-2　パーツデータ（細分化領域）の抽出、保存

名前は何でも構いませ
んが、拡張子は必ずstl

として下さい。
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21 /621-3　基礎メッシュ用blockMeshDictの作成

BlockMeshExporter GUI の起動

BlockMeshExporter GUI

1 3

2

4
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22 /621-3-2　BlockMeshExporter GUI -　出力先の指定

解析フォルダ

起動時には、/tmp/blockMeshDictになっているが、
解析フォルダ下の、mesh1/constant/polyMesh/

にblockMeshDictを出力するよう変更しておく

1

3

2
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直方体領域を選択 した状態にて、
Register block ボタンを押す。
この部分に下記メッセージが表示されればOK

分割数を指定

Write to dict　または、
Write and quit ボタンを押す

1-3-3　BlockMeshExporter GUI -　blockの登録と出力

1

3

2

4

5
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24 /622　基礎メッシュの作成

2-1　blockMeshDictの確認（編集）

指定した分割数になっていることを確認

必要に応じて、Gradingの方法を変え
たり、edges定義など手修正する。

1

3

2
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2-2　blockMesh autoPatch⇒ 実行

autoPatch実行
（必要に応じて、二面挟角の値を変更して使用）
autoPatch実行
（必要に応じて、二面挟角の値を変更して使用）

1 32

4

5 6
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2-3　patch確認

次ステップ（createPatchを使って
patch名を変更)の為、名前を変更した
いpatchの番号をメモしておくこと。

　auto4 ground⇒ 　など

1

3

2

4

5
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2-4　createPatchDictの編集

dexcsオリジナルテ
ンプレートでは、
auto2～auto5の全
周をwallという名前
に変更していた

auto4はground
という名前に変更

残り（auto4を除外）
はそのまま（wallとい
う名前に変更）使用

手修正

1

3

2

4

5
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2-5　createPatch実行⇒patch確認

createPatchの実行

指定通りになってい
ること確認

1

32

4

7
5

6
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2-6　メッシュ確定

1

3

2

4
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30 /623　snappyHexMeshの作成

3-1　snappyHexMeshDict Exporter GUI

パラメタ
選択

1

3

2

4

5
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3-2　snappyHexMeshDict の確認と編集

変更

変更

選択した形状データ
がリストアップされて
いることを確認1

3

2

4
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32 /623-3　snappyHexMesh の実行

1

3

2 4
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33 /623-4　メッシュ確定

1
3

2

4
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34 /624　境界条件

1

32

4

5 6
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35 /624-1　境界条件（ｐ）

patch名取得ボタンを押して変更さ
れた境界条件ファイルをそのまま
使用できます

追加したpatch部分
⇒すべて
type zeroGradient
になっています

デフォルトで組み込んであっ
た部分と共通名を持つ
patch部分はそのまま継承
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36 /624-2　境界条件（U）

patch名取得ボタンを押して変更された境界
条件ファイルについて一部変更が必要です。
inlet（入力条件）は、後工程でさらに詳細設
定します。

変更
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37 /624-3　境界条件（k）

Patch名取得ボタンを押して変更
された境界条件ファイルをそのま
ま使用できます。
inlet（入力条件）は、後工程でさら
に詳細設定します。
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38 /624-4　境界条件（epsilon）

Patch名取得ボタンを押して変更
された境界条件ファイルをそのま
ま使用できます。
inlet（入力条件）は、後工程でさら
に詳細設定します。
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39 /625　流体物性（レイノルズ数を合わせる）

変更

1

3

2 4
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コピー

6-1　計算実行--setDiscreteFieldsDictの準備

本ステップで必要なファイルは
setDiscreteFieldsDictだけですが、そ
の他のファイル（プロット処理に必要にな
るもの）も、ついでにsystemフォルダー
下にコピーしておきます。

1

3

2
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6-2　setDiscreteFieldsDictの編集

変更

変更

変更

1

3
2

4
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42 /626-3　setDiscreteFields simpleFoam⇒ 実行

1 32

4

5 6
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43 /626-4　simpleFoam実行終了
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44 /626-5　プロット前処理

1

32
4

65
7

8 9
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45 /626-6　プロット（gnuplot）実行

1

32
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46 /626-7　プロット図確認

解析フォルダのexeフォルダ中に
プロット図（*.eps）が出来ている
⇒ダブルクリックで表示確認できます。
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47 /626-８　paraFoamによる可視化

1

3

2 4
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事前に用意したテンプレートを使う場合

参考1
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1

3

2

4

1 テンプレートの変更⇒解析フォルダの新規作成

6

5
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1

32

4

2　基礎メッシュの作成

本テンプレートで使用するblockMeshDict中では
patch名を個別に定義してあるの
で、autoPatch、createPatchの操作は必要ありま
せん
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1
32

4

3　snappyHexメッシュの作成
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1
32

4

4　計算実行
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53 /625　計算終了

（注）p.41の収束状況と一致しないのは
計算スキームが異なる点が主原因です
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54 /626　プロット図確認

（注）p.44の結果とは一致しません
・snappyHexのメッシングパラメタが異なる
・計算スキームが異なる
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55 /62参考2

DEXCSランチャーの作成方法ガイド

（wxGladeの使い方）
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56 /621 wxGradeの起動

1

3

2
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1

3

2

2 プロジェクトファイルのロード

4
ランチャーメニュー
作成用プロジェクトファイル
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1

3
2

4

3 ランチャーGUIの変更

ダブルクリックすると、
パーツリストが展開される

必要パーツを
ドラッグ＆ドロップ
にて配置可能
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59 /624 各パーツの調べ方

プログラム中での名前

GUIで表示される名前

ボタンを押した時に実行される
プログラム

各パーツ
の選択で
連動表示
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60 /625 プログラムコードの生成

1

3

2 4
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61 /626 プログラムコードの確認

1

3

2

ボタン表示に必要な
プログラム部分

新規に追加したイベントには、
通常、event.skip()　が組み込まれます。
既存の組み込みイベントは内容が維持されます。
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正味のプログラミング部分

7 プログラムコードの実装
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63 /628 注意事項

変更

プログラムコード生成時、
下記部分だけは手修正してください。
（修正しなくてもランチャーは動作しますが、
メッセージダイヤログが正しく表示されません）
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64 /62

End

Have you a Fun?
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